第35回　施設処遇検討会議　議事録　H23.4.4

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M・須々田珠実・馬渕豊子・小笠原嘉紀

木村春子・上平ユリ子・小坂和子

　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　（ 欠席者：千葉C.E.O・長谷部S.G.M・中村文洋）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

記　録：小坂　和子
議題

１：奥山以依子様　（青風荘入所者様）の処遇について

２：豊川　明男様　（青山荘入所者様）の処遇について

１：奥山以依子様（青風荘入所者様）の処遇について
病名：統合失調症　　　合併症　なし

＜問題点・介入方法＞

1 対人関係に於いてスム－ズな交流や適切な表現をすることが難しい

· その場の内容に合わない事を唐突に話す。

・  特定メンバ－に対して感情を押し付ける。

　・  幻聴に左右された言動や様子が見受けられもとる。
介入方法

・  その場面の内容に合わない事を話す場合には一応本人の話を聞き取り、今、何について話しているのか伝えながら修正していく。

·  感情を向けられる事に相手は困惑し迷惑に思っている事をその都度本人へ説明する。

·  他者と友好な関係を構築できるようその都度言動の振りを促しながら介入しつつ見守りして  いく。

・  本人、中村様、スタッフ2名での交流関係について面談の場を持ち、トラブルに繋がらないよう介入していく。

・  自分の思っている感情や悩み等について日記を活用しスタッフに相談やアドバイスを仰ぐ方法もあることを提案する。

・  幻聴等についての言動が見受けられた際が主治医へ情報提供していく。

2 社会資源の活用が不十分

（市役所での手続き・バス利用等の習得）

介入方法
・  同行外出を設定し、バスを利用して単独でも市街へ出かけ簡単な買物ができる様に支援していく。

・　関係機関のレクリェーションや地域の行事などの情報を提供し地域活動へ参加する機会を作り出す。

3 加減の調節が難しく破損させたり傷をつける。

介入方法

・  物の取り扱いが上手く行なえていない時は、本人のやる気を低下させないよう言葉を選んで説明していく。

・  アドバイスに対して柔軟な対応が出来ない為、繰り返しスタッフが実践しながら、物の取り扱い方、力の限度を分かりやすく繰り返し説明し、理解出来るようにしていく。
＜評価＞

· 本人の中で物事の内容を繋げて把握することが難しく、会話や気持ちの表出が上手く出来ない部分が多々見られる。相手の思わせぶりな行動に反応して真に受け、自分の都合良く捉えている様子がある為、抑制の出来ない言動が見られた際には助長しないようその都度介入して修正軌道していくことが必要である。この事によって精神状態の悪化に繋がらないよう見守りしていく。相手の気持ちは自分の思い通りに運ばないことをその都度根気良く説明していく。ＳＳＴ等を活用して訓練を通してスム－ズな交流関係ができるよう支援をする。
２：豊川　明男様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症　なし

＜問題点・介入方法＞

①　禁煙する
退所に向けた自炊訓練

介入方法

１）禁煙外来に通う。
・叔母様に保証人になってもらう為にも、退所までに禁煙　出来るように、禁煙外来に通う。
· 本人が自ら禁煙したいが、自分では出来ないからと、禁煙外来を希望している為、最初の受診は同行していく。

介入方法
２）自炊訓練

・退所までに自炊をできるようになりたいとのことから、
・個別支援で調理を取り入れ、定期的に行っていく。・
②　デイケア通所について
他者交流（継続）
介入方法

１）デイケア通所について
・色々な体調不良の理由を挙げては、休む事があるため、
· 通所出来ている時には評価していく。

介入方法
２）他者交流

・対人交流での不安・悩みを傾聴。不安・ストレスを溜
めないように支援を行う。
・面談を行うことや話し相手になることで、不安を軽減
させる。
保護者様との関係（継続）

　　
　 介入方法

１）保護者様との関係
・保護者様の本人の接し方として、指示的な言い方が本人の
プレッシャーになっている。
・面会時には職員が同席し、本人へのストレスとなる発言
に対し仲介を行っていく。
２）保護者様の負担を軽減出来るようにする。
・ 10/31の叔母様との外食で、保護者を出来なくなるかもしれないと話されたとの事。
・ 実家の兄様とも連絡が取れるよう依頼し、難しい様子あるが今後も打診していく。
＜評価＞

本人の中で他者を軽視しているところがあるようでレベルが違うという意識もあり、集団の中に居ることがストレスとなっている。また何かにつけて理由付けしていて通所も継続出来ていない。本人の出来ている部分を評価しながら自立した生活をするには人間関係の構築も必要であり、それらを外しては生活上の困難が出てくることを理解・認識していただき、具体性を示して現実見当出来るよう介入してく。日中活動の方向性を決め、退所後は何処へ繋げていくか退所までの半年間に青明舎とも連携して関係機関と情報共有しながらスケジュ－ルを立てていく必要がある。

